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総合と特別活動の双方の視点から見た学校行事について 
 
◆　　特活と総合の連携の観点から学校行事を見た場合、学校行事を総合の活動をもって代替する場合や、

総合における探究と連携した活動として実施する場合においては、学校行事が総合と特活の双方の視点

を有する活動として実施されることとなる。 
◆　　その際、「特活と総合の双方の目標に照らした活動」に必要な視点について、以下のように学校の参考

となる考え方を解説等で示すべき。 
※総合と特別活動の連携はあくまでも選択肢であり、必ず実施しなければならないものではないことに留意 
 

 

 

領域 総合の視点 
（探究として成立している必要）

特活の視点 
（子供が主体的に創造する集団活動 

として成立している必要）
 事前の活

動・学習

越
境
探
究
／
キ
ャ
リ
ア
探
究
等

 

◆越境探究／キャリア探究に向けた

課題の設定、情報の収集等 

 
※探究として成立する部分に限る。 
※課題の設定や情報の収集に限らず、探

究の過程の１サイクルを経た上で学校

行事を迎える場合もある。

旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
／
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
等

 
◆修学旅行／職場体験の意義の理　　

解 

◆修学旅行／職場体験の活動目

標、活動計画、活動内容、役割

分担についての話合い 

◆活動目標、活動計画、活動内容

についての合意形成や意思決定

 修学旅行 

 

職場体験
等

 

◆修学旅行先／職場体験先における

課題の発見、情報の収集等

 
◆修学旅行／職場体験における 

体験的な活動の実践

 事後の活
動・学習

 

◆修学旅行／職場体験で収集した情

報の整理・分析、課題の解決のた

めの行動や改善、まとめ・表現等

 
◆振り返り（修学旅行／職場体験

における体験的な活動を通して

気付いたことなどの振り返り）
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